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１．ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 （福島県提供）
http://fukushima-ss-digitalbook.jp/HTML5/pc.html#/page/1
２．福島市観光ノート（福島市観光協会提供）
https://www.f-kankou.jp/
３．郡山へ行こう（郡山市提供）
https://www.kanko-koriyama.gr.jp/
４．会津若松観光ビューロー（会津若松観光ビューロー提供）
http://www.tsurugajo.com/index.html
５．いわき市観光サイト（いわき市提供）
https://kankou-iwaki.or.jp/
６．福島県観光物産館 お土産ランキング（福島県観光物産館提供）
https://www.tif.ne.jp/bussan/bussankan/gift/index.html

＜観光デジタル情報一覧＞
ボランティア活動地の各自治体より提供の観光デジタル情報を

ご覧いただき、自主研修をお願いします。

http://fukushima-ss-digitalbook.jp/HTML5/pc.html#/page/1
https://kankou-iwaki.or.jp/
https://www.tif.ne.jp/bussan/bussankan/gift/index.html
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各自治体オススメの観光資源ベスト５
＜パンフレット対応ページ番号一覧＞

ボランティア活動都市の４つの自治体が選んだ観光資源ベスト５を記載しています。
詳細は、該当スライトとデジタル観光情報でご確認下さい。

１．福島市
①花見山
②浄土平
③古関裕而記念館
④飯坂温泉、土湯温泉、高湯温泉
⑤浄楽園

２．郡山市
①磐梯熱海温泉
②高柴デコ屋敷
③郡山布引風の高原
④クリームボックス
⑤鯉料理

３．会津若松市
①鶴ヶ城
②飯盛山
③会津藩主松平家墓所
④会津清酒
⑤東山温泉、芦ノ牧温泉

４．いわき市
①スパリゾートハワイアンズ
②金澤翔子美術館
③白水阿弥陀堂
④いわき湯本温泉
⑤好間ジャンボフード



福島県の観光ガイダンス 00 福島県の概要

福島県は全国で３番目に広い面積を誇り、雄大な自
然と美味しい食べ物、そしてあたたかい人々が住む
県です。

年間観光客入りこみ数

56,336,323人
(平成30年)

総面積

13,783.90km
総人口

1,844,173人



福島県の観光ガイダンス 00 福島県の概要

福島は大きく３つのエリアで分かれています。

会津地方

中
通
り 浜通り

恵まれた自然と武家の精神。
豊かな大自然と会津藩士ゆかりの名
所旧跡が点在するエリアです。

美しい花々と豊かないで湯の里。
みずみずしい果実がいっぱいのエリアです。

心地よい潮風と見事な眺望の
太平洋に面し、雄大な景観を
眺めるエリアです。



01 福島市の観光
Destination guidance for the Fukushima area
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花見山
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P1～P2）

日本を代表する写真家故･秋山庄太郎氏が「福島に桃源郷あり」
と毎年訪れていた場所で、ウメ、数種類のサクラ、レンギョウ、
ボケ、モクレン、ハナモモなどの花々がいっせいに咲き競う
景色はまさに絶景。



福島県の観光ガイダンス 01 福島市の観光
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浄土平
（福島市観光ノートWEB参照
https://www.f-kankou.jp/spot/leisure/1742）

磐梯吾妻スカイライン中間地点の標高1,600ｍに位置している。
初夏の新緑から秋の紅葉まで、周辺を彩る絶景を見に多くの人
が訪れる。



福島県の観光ガイダンス 01
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古関裕而記念館
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P７～P8）

福島市名誉市民第一号であり、2020年春から始まった連続
テレビ小説「エール」のモデルともなった古関裕而氏の記念館。
写真パネルや直筆色紙、作曲作品の楽譜等、数々の資料が展示
されている。

福島市の観光

画像提供：福島市



福島県の観光ガイダンス 01 福島市の観光
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土湯温泉

奥州三名湯の一つに数えられ、松尾芭蕉も訪れた「飯坂温泉」。
荒川の上流にあり、豊富な湯量と複数の泉質を持つ「土湯温泉」。
白いお湯の硫黄泉が特徴で、全ての入浴・宿泊施設で源泉かけ流しを
行っている「高湯温泉」。福島市では、泉質の異なる３つの温泉郷で、
名湯・秘湯めぐりを楽しむことが出来る。

飯坂温泉

高湯温泉

(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P41 ）



福島県の観光ガイダンス 01
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浄楽園

吾妻山の麓に位置する純日本庭園。広々とした園内では、
約2,300本の松に加え、春はウメやサクラ、夏はアヤメや菖蒲、
秋は紅葉など、一年を通して美しい四季を感じることが出来る。
また、茶亭もあり、趣のある庭園を見ながらおいしい抹茶等を
味わうことも出来る。

福島市の観光

（福島市観光ノートWEB参照)
https://www.f-kankou.jp/spot/nature/1685



02 郡山市の観光
Destination guidance for the Fukushima area
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福島県の観光ガイダンス 02 郡山市の観光

磐梯熱海温泉
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P41 ）

温泉街を流れる五百川には、南北朝時代、
不治の病に侵された萩姫の病を癒したという伝説が残ります。
周辺にはさまざまな湯宿が並び、四季折々の風情を漂わせて
います。

-13



福島県の観光ガイダンス 02 郡山市の観光
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全国的に有名な玩具の故郷。デコ屋敷と呼ばれ4件の家々が
数百年の伝統を守り、張子(はりこ)人形や張子面、三春駒などを
作り続け今日に伝えています。
各家が所有する人形木型は、県重要文化財指定。

高柴デコ屋敷
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P33 ）



福島県の観光ガイダンス 02 郡山市の観光

郡山布引風の高原
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P14）

-15

高さ約100ｍの風車の下で、夏のヒマワリをはじめとする
季節の美しい花々を楽しめます。



厚切りのパンにミルク風味のクリームを塗った郡山発祥の
ご当地グルメ。
市内のパン屋さんで販売されており、パン生地もクリームも
品揃えもお店によって個性があり、バラエティ豊かです。

クリームボックス

福島県の観光ガイダンス 02 郡山市の観光

-16画像提供：郡山市

（郡山へ行こうWEB参照
https://www.kanko-
koriyama.gr.jp/tourism/detail3-1-487.html）



福島県の観光ガイダンス 02 郡山市の観光

鯉料理
（郡山へ行こうWEB参照
https://www.kanko-
koriyama.gr.jp/tourism/detail3-1-453.html）

-17

郡山は古くから鯉の生産が盛んなエリア。
郡山の鯉が、和食・洋食・中華等さまざまな料理となって
市内飲食店等にて提供されています。

https://www.kanko-koriyama.gr.jp/tourism/detail3-1-453.html


03会津若松市の観光
Destination guidance for the Fukushima area
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福島県の観光ガイダンス 03 会津若松市の観光
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鶴ヶ城
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P19）

戊辰戦争では約1ヶ月の激しい攻防戦に耐え、難攻不落の名城として
知られています。明治政府の命令で取り壊されたが、昭和40年に再建、
平成12年に干飯櫓と南走長屋を本格復元し、平成23年には天守閣の屋根が
幕末当時の赤瓦に甦りました。国指定史跡。



福島県の観光ガイダンス 03 会津若松市の観光
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飯盛山
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P19 ）

会津若松市の観光

飯盛山は会津若松の城下町を一望に見渡す小高い山で、
戊辰戦争で戦った16・17歳の少年たち・白虎隊十九士の墓など
数多くの史跡名所が残っています。国重要文化財となっている
「さざえ堂」は、上り下りがらせん状になっていて同じところを
通らずに見物できる世界的にも珍しい建物で、見どころのひとつ。



福島県の観光ガイダンス 03 会津若松市の観光

-21

会津藩主松平家墓所
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P19）

松平家の歴代藩主が眠る、山腹の広大な史跡「会津藩主松平家墓所」は、
会津藩の二代藩主保科正経公から幕末の九代藩主容保公までが葬られており、
昭和62年5月に国の史跡に指定されました。
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会津清酒
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P25～P26）

会津は全国でも有数の酒どころ。2019年全国新酒鑑評会では、
福島県内の蔵元から22銘柄が金賞に選ばれ福島県は史上初の
金賞受賞数7年連続日本一に輝きましたが、そのうち13銘柄が
会津のお酒でした。会津若松市内には12軒の蔵元が存在しています。



福島県の観光ガイダンス 03 会津若松市の観光
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東山温泉

会津若松市内には２つの温泉街があります。東山温泉は、
約1300年前に僧・行基によって発見されたと伝えられる
古い温泉で、かつて新選組の土方歳三も傷を癒したとか。
芦ノ牧温泉は、大川の渓谷に沿って広がる自然景観に恵まれた
温泉で、江戸時代から湯治場として利用されてきました。

芦ノ牧温泉

(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P39～P40）



04いわき市の観光
Destination guidance for the Fukushima area
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福島県の観光ガイダンス 04 いわき市の観光
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広大な敷地にトロピカルムードたっぷりの「ウォーターパーク」、
江戸情緒溢れる国内最大級の大露天風呂「江戸情緒 与市」など
６つの温泉テーマパークがあります。フラガールによるポリネシアン
ショー、ファイアーナイフダンス、ボディースライダーも楽しめます。

スパリゾートハワイアンズ
(ふくしま春・夏観光ガイドブック
2020 P6）
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金澤翔子美術館

福島県の観光ガイダンス 04 いわき市の観光

書道家金澤翔子の作品を数多く展示している美術館です。和を感じる建物
の中で書道や抹茶、琴の体験ができるほか、綺麗な着物に身を包み、
美術館の外に広がる日本庭園で写真撮影をすることができます。

金澤翔子美術館

いわき市の観光04



福島県の観光ガイダンス いわき市の観光
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白水阿弥陀堂
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P22）

県内で唯一、国宝建築物に指定されている国宝白水阿弥陀堂。
平安時代後期の代表的な阿弥陀堂建築であるお堂と極楽浄土を具現した
浄土庭園が見事に調和し、美しく雅やかな風景を楽しめます。

04



福島県の観光ガイダンス 04 いわき市の観光
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いわき湯本温泉
(ふくしま春・夏観光ガイドブック2020 P40）

日本三古泉の一つに数えられ、多くの効能を併せ持つ含硫黄泉です。
美肌効果があることから「美人の湯」としても人気があります。
宿泊はもちろん、日帰り温泉や無料の足湯スポットもあり、気軽に温泉
を楽しめます。
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福島県の観光ガイダンス 04 いわき市の観光

いわき市好間地区では町おこしとしてジャンボメニューを提供
しています。通常の３倍以上もあるラーメンやパスタ、1.4kg
もあるメンチカツ、幅25cmを越えるシュークリームなど、
様々なメニューを他にはないサイズで味わえます。

好間ジャンボメニュー



05
その他

Destination guidance for the Fukushima area
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喜多方、磐梯山、南会津、浜通り 浪江・相馬
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喜多方、磐梯山、南会津、浜通り 浪江・相馬

南会津花木の宿

猪苗代湖と磐梯山喜多方駅

南相馬博物館



06福島県のお土産

Destination guidance for the Fukushima area

-32
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福島県観光物産館
お土産ランキングWEB参照

https://www.tif.ne.jp/bussan/bussankan/gift/index.html
各商品カテゴリーで月間ランキングが
記載されていますのでご参照下さい。

お菓子
お酒
民芸品
食品

https://www.tif.ne.jp/bussan/bussankan/gift/index.html

